
令和6年能登半島地震
生駒市災害支援対策本部会議

令和6年1月1６日

第１回
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災害支援対策本部設置の根拠

生駒市地域防災計画（抜粋）
第３部 災害応急対策計画
第２章 災害対応のコーディネート
第４節 支援体制の整備
２ 災害支援対策本部の設置
広域災害が発生したとき、被害状況に応じて、市長の判断により、
生駒市災害支援対策本部を設置し、必要な災害支援活動を実施す
る。なお、生駒市災害支援対策本部は、支援対策活動を概ね終了
し、市長が必要なしと判断したとき閉鎖する。
なお、災害支援対策本部の体制は、災害対策本部体制に準じる。

主な連絡先：県（県災害支援対策本部の設置）

参考 令和６年１月１１日 「能登半島地震 奈良県被災地支援対策本部の設置」
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令和6年1月1日に発生した能登半島地震により甚大な被害を受けた被災地
及び被災者に必要な支援を実施するため、「令和6年能登半島地震生駒市
災害支援対策本部」を設置

（１）組織
本部長：市長
副本部長：副市長、教育長
事務局長：総務部参事（危機管理担当）
本部員：特命監、各部長
事務局：広報広聴課、人事課、総務課、防災安全課、財政課

（２）事務
➀県、関西広域連合ほか、被災地支援要請に関する調整
➁支援資材、物品の調達、配送の調整
➂派遣職員の調整、必要物品の調達

１目的

２対策本部 設置：令和６年１月１２日
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現地の被害状況
石川県内の被害状況（１５日１４：００時） 石川県まとめ
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被災地の状況

孤立集落・要支援集落等 輪島市、珠洲市、能登町で、合計１５地区 415人

避難所の開設状況 市町村開設の避難所 ３９０箇所１６，７４２人
１．５次避難所（県） ２箇所 ２３９人（累計５８３人）
２次避難所（宿泊施設） ２６箇所 １，０８３人（累計１，０９７人）

その他

〇緊急車両等への石油類の優先供給を実施中

〇内閣府が手配した物資の配送
パン、トイレットペーパー、子ども用ミルクを珠洲市、穴水町、能登町及び輪島市門前へ配送
→各市町は、避難所に配布

パン、アルファ米、飲料水、簡易トイレを自衛隊のヘリ・艦艇により、珠洲市（５施設）に配送

〇三重県及び関西広域連合が手配した物資等
食料、飲料水、ブルーシート等を奥能登２市２町以外の９市町へ配送
→現在、各市町は、避難所に配布 5



被災地までのルート等
12日17時現在
（石川県発表）

被災地＝奥能登2市４町
に、最低１本の幹線道路が
確保されている。

表記以外の道路について
は、多くの地点で通行困難

警察が一般車両の通行規
制を実施中

救援・応援の車両は、
有料道路を「災害派遣等
従事車両証明書」で無料
通行可能（防災安全課で
発行） 6



参考：穴水町の概要
人口7,890人、世帯数3,288世帯
（令和２年度国勢調査）
主要産業は農林水産業 奈良県

支援体制（１）

穴水町市街地
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支援体制（２）

※消防、水道等の応援派遣等については、それぞれ別系統で調整
※青年市長会、奈良県市長会を通じた具体的な調整等なし 8



支援体制の主な事務分掌 防災安全課（案）

部 署 主要な支援業務

本部事務局

市長公室 職員派遣調整、支援に関する広報活動

総務部
被災地支援対策本部の運営、公用車両の調整
災害支援に関する予算・資金等、救援物資の供給

地域活力創生部 市民ボランティア支援
市民部 災害廃棄物処理

福祉健康部
保健師の派遣調整、義援金受付、
社会福祉協議会との連携（ボランティア募集関連）

建設部 被災者に対する市営住宅等の提供
都市整備部 建築物、宅地被災状況等の確認（応急危険度判定）
上下水道部 応急給水の確保、水道施設復旧
教育こども部 教育支援
生涯学習部 文化財
議会事務局 災害に関する議会との連絡等
消防本部 緊急消防援助隊の派遣 9



これまでの支援実施状況（１）

支援内容 担当部署 時期 状況

緊急消防
援助隊

消防本部

1月1日 消防庁官から都道府県及び市に出動指示
1月1日 第１次隊本市出発（消防隊１台４名、救急隊１台３名）
1月3日 第２次隊本市出発（1次隊と同編成）
1月4日 第１次隊の帰隊
1月5日 第３次隊の派遣 （1次隊と同編成）
1月6日 第２次隊の帰隊
1月7日 第４次隊の派遣 （1次隊と同編成）
1月8日 第３次隊の帰隊

1月10日 奈良県大隊の活動を三重県大隊に引継ぎし、引揚げ

公営住宅
の提供

建設部
営繕課

1月5日 ２世帯の受け入れ準備中

応急危険
度判定士
の派遣

都市整備部 1月11日
奈良県からの第1次派遣隊に職員2名参加
期間：1月12日～16日
派遣先：穴水町
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これまでの支援実施状況（２）

支援内容 担当部署 時期 状況

募金活動 福祉健康部

1月4日
社会福祉協議会が被災地の現場に向かうボランティ
アに対する支援金募集開始

1月4日 社会福祉協議会が生駒駅で街頭募金を実施
1月4日 市役所窓口に募金箱を設置

1月9日

義援金募金箱の設置拡大（市内各施設）
北コミュニティセンターISTAはばたき
南コミュニティセンターせせらぎ
図書会館、たけまるホール、駅前図書室
鹿ノ台ふれあいホール
男女共同プラザ
生駒ふるさとミュージアム
ららぽ－ト（市民活動推進センター）
花のまちづくりセンターふろーらむ
高山竹林園 （市役所を含め計1２箇所）

物資提供 防災安全課 1月15日 備蓄食料（アルファ化米）1万食を提供→穴水町11



これまでの支援実施状況（その他）

奈良県の支援状況等

奈良県報道資料「令和６年能登半島地震への本県の対応等について」参照

県内他市町村の独自支援等

◎奈良市

かほく市・七尾市に物資提供
七尾市に一般職員２１名、能登町及び穴水町に企業局（水道）職員４名を派遣

◎徳洲会（NPO法人TMAT）

生駒市立病から救急救命士1名が参加
1月13日から現地で活動開始
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今後、予想される支援（支援予定）

１）建物応急危険度判定士派遣
第1陣 1月12日～16日（県、奈良市、生駒市2名）すでに派遣済み

（15日予定通り作業終了16日帰庁）
第2陣 1月15日～19日（県、奈良市、橿原市）
第3陣 1月18日～22日（県、奈良市、生駒市2名）派遣予定

３）罹災証明書発行受付業務 1班2名
建物被害認定調査結果の住民への説明業務 1班1名
第1班 1月22日～29日
第2班 1月28日～2月5日
第3班 2月4日～2月12日
第4班 2月11日～19日
第5班 2月18日～26日
第6班 2月25日～3月4日

２）建物被害認定調査
第1クール 1月11日～18日（奈良県職員）
第2クール 1月18日～25日←生駒市からの派遣はありません
第3クール 1月25日～2月1日
＊第3クールまたはそれ以降に派遣（生駒市からは3名の派遣可能者提出）
奈良県調整中

＊15日奈良県から依頼あり。人事課で派遣者調整中

本業務については、3月以降も継続する可能性あり
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日本水道協会救援本部
↓
関西地方支部
↓
奈良県支部
↓
生駒市水道事業

給水車1台 2名派遣（能登町）

応急給水の支援分担

中部地方支部：珠洲市・七尾市
関東地方支部：輪島市・志賀町
関西地方支部：能登町・穴水町

応援要請フロー 奈良県支部 活動状況

1月12日～20日 奈良市
1月19日～23日 天理市
1月22日～26日 大和高田市
1月25日～29日 奈良県
1月28日～2月1日 橿原市
1月31日～2月4日 生駒市

派遣事業体

今後、予想される支援（支援予定）

４）応急給水活動

※今後、避難所運営支援についても追加されることが予想されます。 14


